
日本海側の海域活断層の長期評価ー兵庫県北方沖～新潟県上越地方沖ー
（令和6年7月 速報暫定版）のポイント

 兵庫県北方沖～新潟県上越地方沖の海域活断層の、位置・長さ・形状・そこで発生する地震の規模
等について、速報暫定版として公表

 主に長さ20㎞以上の計25の海域活断層の特性を評価
 今回は、地震発生確率の評価は行っていない。
 今後、今回の領域の発生確率評価と、新潟～東北地域～北海道地域の日本海側の海底活断層の評価
を行い、公表可能な結果から、順次公表を行う予定である。

２．海域活断層の長期評価
• 地震調査研究推進本部の下に設置されてい
る地震調査委員会は、防災対策の基礎とな
る情報を提供するため、将来発生する可能
性のある地震の規模、確率等について評価
し、これを長期評価として公表している

• 令和4年3月に公表した日本海南西部に続き、
今回、兵庫県北方沖～新潟県上越地方沖の
海域活断層の、断層の位置・形状、そこで
発生する地震の規模について、速報・暫定
的に評価を公表する。

３．陸域の活断層の長期評価との違い

４．海域活断層の評価手法
① 反射法地震探査による反射断面、海底地形・
地質、既存研究の断層モデル等から、断層の
位置、長さ、形状等を推定

② 地震の規模（M、マグニチュード）は、断層
長さから経験式を用いて推定

地震調査研究推進本部
事務局

１．計25断層について、断層の位置等を評価

• 海域での地震であることを考慮し、M7.0以上
の地震を評価（陸域の地域評価ではM6.8以
上）

海溝型地震

＜評価対象の海域活断層（断層全体が同時に活動した場合の規模）＞
①沖ノ礁北方断層（M7.2）

➁経ヶ岬沖断層（M7.4）

③小浜沖断層（M7.4）

④浦島礁北方北断層（M7.5）

⑤若狭海丘列北縁断層（M7.0）

⑥越前岬西方沖北断層（M7.5）

⑦浦島礁北東断層（M7.1）

⑧ゲンタツ瀬・大グリ南東縁

                     断層帯（M7.7）

⑨加佐ノ岬沖断層（M7.2）

⑩羽咋沖東断層（M7.3）

⑪羽咋沖西断層（M7.0）

⑫内灘沖断層（M7.3）

⑬海士岬沖東断層（M7.0）

⑭門前断層帯（M7.5）

⑮沖ノ瀬東方断層（M7.4）

⑯能登半島北岸断層帯（M7.8-8.1）、⑰輪島はるか沖断層（M7.1）、⑱能登半島北方沖断層（M7.3）、⑲舳倉島

近海断層帯（M7.8）、⑳七尾湾東方断層帯（M7.6）㉑飯田海脚南縁断層（M7.3）、㉒富山トラフ西縁断層

（M7.4）、㉓上越沖断層帯（ M7.8-8.1 ）、㉔名立沖断層（M7.3）、㉕上越海丘東縁断層（M7.2）

（内陸）活断層で
発生する地震（海域）活断層で

発生する地震

計25の評価対象の海域活断層帯（長さ20 ㎞以上、M7.0程度以上）
について、断層の位置、長さ、形状、地震の規模等を評価
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